
本事業対象者
市民的公共性

活動 涵養する能力

評価のねらい
・育成したい人材像に学生
の注意を向ける
・回答することにより学生
が自身の現在の位置を把握
し、回答内容を将来の学習
の指針にする（メタ認知）
・事前アンケートで何を学
びたいかを明らかにし（期
待）、事後アンケートで実
際に何を学べたかを明らか
にする
・蓄積された回答を卒業前
に学生個人に返戻すること
で、本事業を通した自分の
学びの軌跡を振り返る一助
とする（ポートフォリオ的
な位置づけ）

COIL型
授業

(同期・
非同期)

学生

予定：中長期留学

予定：短期留学

COIL型授業参加者

済：中長期留学

済：短期留学

留学検討者 非認知（感情）領域

多文化主義的感性

コンフリクト耐性

言語

日英バイリンガル

認知領域

日本と東アジア、
米国の社会・政
治・経済・文化の

知識

短期留学

中・長期留学

イン
ターン
シップ

自由記述

評価手法（COIL型授業・留学）

本授業(留学)で主に
学びたいことは何か

本授業(留学)に関係
する日米関係やア
メリカに関する知
識といえばどのよ
うなことを思い浮
かべるか

コメントがあれば

多様性・多文化・異
文化についてどのよ
うなことを考えるか

他者理解をしつつ自
分の意見を表現して
関係性を構築する交
渉力を得るには、自
身に足りないところ
はどこだと思うか

選択式

文化的知能に関する
リカートスケール

事前
（COIL型授業受講前・留学前）

事後
（COIL型授業受講後・留学後）

自由記述

本授業(留学)で学ん
だ中で印象的だった
こと、授業(留学)前
と考えが変わったこ
とはどのようなこと
だったか

日米関係やアメリカ
に関する知識で新た
に学んだことはどの
ようなものだったか

コメントがあれば

本授業(留学)を通して
多様性・多文化・異
文化についてどのよ
うなことを考えたか

他者理解をしつつ自
分の意見を表現して
関係性を構築する交
渉力を得るために本
授業(留学)を通して
どのようなことを学
んだか

選択式

文化的知能に関する
リカートスケール

＋インタビュー

TOEIC等

世界展開力強化事業COIL型ロジックモデル

COIL型教育

COIL型
教育

(留学と
の結合)

COIL型
交流

(補助教
材)

オフライ
ン教育
(ワーク
ショップ
等)

COIL1
新しい日本文化理解と多元的歴史像

COIL2
東アジアにおける人間の安全保障と

アメリカのプレゼンス

COIL3
日米間のイシューをめぐる
ジェンダースタディーズ

COIL4
ハザード・スタディーズ

（震災文学・災害と防災・原発）
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